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マルチ栽培と問題点

愛知県園芸研究所環境研究室長

嶋田永生

昭和30年頃から始められたマノレチ栽培，すなわ

ちポリフィルムで地表を被覆する栽培方式は，地

温を少しでも高めて野菜を早く出荷するのがねら

いであったO また，黒フィルムを用いると，雑草

の生えるのが抑えられる効果も同時に認められ

Tこ一口

マノレチを行うと，単に地温を高めたり雑草を防

止するばかりでなく，それ以外の効果のあること

が多くの試験で認められているO マルチが土壌や

肥料におよぼす効果としては，肥料の裕脱防止

や，良好な物理性の維持があけ、られるO

このうち肥JIS!'の溶脱が防止されることによっ

て，施肥量や肥料形態の考慮、など，従来の栽培と

は異なった方法が必要となってくる。

一方，野菜栽培では，労力不足による省力栽培

が重要な問題となってきている。とくに露地栽培

ではこの問題が中心だといっても過言ではない。

露地栽培での省力で最も問題となる除草は，除

草剤や黒色ポリマJレチで或る程度解決できたが，

施肥の省力化は，緩効性肥料の開発でかなりでき

たと Lても，まだ卜分とはいえない状態である。

特に;最近のように，小型却j:転機による全面全層

施肥をし，ここにマルチする方法で-皆迎の化成肥

料を使用する場合， しばしば濃度障害が現われた

り，追肥のために，ポリフィルムをはいで行う

等 9かえって余分の労力をかけている例さえある。

小型~Vl:転機を利用して全面全層に施肥する方法

は，たしかに省力的であり，そのためにこの方法

はかなり普及しているO

そこで，この全面全層施肥を前提としポリマノレ

チを利用した場合，追肥労力をなくすための全量

基肥の施肥体系確立が急務であると思われるO

1. 全量基肥の施肥体系が必要である

野菜の多くは10a当り 15'"'-'25kg程度の窒素と，

5，.__， 8 kgのりん隊，15'"'-'30kg程度のカリを吸収す

ると考えられるから，肥料の利用率を考慮すると

施肥量は窒素30kg，りん酸20kg，カリ 30kgとなるO
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これを従来の普通化成で一度に施用すると，作物

が大きな濃度障害を現わすのは明らかであるO

第 1図は 全 1

単肥を配合 Jht 
した肥料 15，000r

を，土壌に ト

施用した場

合の施用量

と，土壌溶

液の全塩濃

度の上昇率

との関係を

示したもの

て1あるO

この結果

によると，

10，000 

〆-}-JAK.安
/ 

/ 
/ 

A 

/ iii'i公

/二J;i
/ x-戸 /

/' _/ /L- ii~法

5，000 

15 45 kg 30 

10a当り換算， Nとしての地用量

第 1図 肥料の施用量と土壌溶液の

全塩濃度 (Kとp)肥料はNと同泣施用〉
10 a当り換

算で、わずか各成分15kg相当量を施用しただけで，

作物の生育最適濃度を越える場合が多く ，30kg相

当量の場合には，生育阻害濃度となることが明ら

かである O 匝1).易でこれと同様の試験を行ったが，

土壌のt日違により多少は異なるが， 10 a当り各成

分20kg以上を全面施用することは危険でトあること

がわかったO

もし，野菜栽培で全量基肥とする場合には，成

分で30仰を一度に施用しても，濃度障害を出さな

L、肥料であることが必要となる O

上記の考えから，筆者らは各種野菜について，

ポリマルチ栽培における肥料の全量基肥を前提と

して施肥法を検討しているO このうち，カンラン

およびレタスについて行った結果は第 1，第2表

第 1表 マルチとカンランの生育 (101同体当り勾〕

全 重 | 可食部重

無マルチ マルチ

0.50 ・-
4.07 
7.88 
5.85 
7.0。

処理区

無肥料

慣行分施(N20kg) 
(N30kg) 

CDU化成全量基肥(N20同)
/1 (N30kg) 

第2.:?t.c マルチとレタスの生育 (10個体当り kg)

処 理 区
外葉重 E求 重

無マルチマルチ 無マルチマルチ
金正 s!'l. 学↓ 0.69 1. 01 
慣行分施(N15kg) 2.56 3.18 3.48 3.55 

" (N25kg) 2.45 2.71 3.77 2.98 
CDU化成全量基肥(NI5kg) 2.99 4.17 3.60 5.99 

(N 25kg) 3.10 4.57 3.71 6.45 
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に示したとおりであった。

すなわち，普通使用されている化成肥料の分施

地区を標準として， CDU化成を全而全)~iに全量

基肥としたものの効果を調べたものであるO

~ ¥ずれの作物も， CDU化成を全面基肥としマ

ルチを行った区の方が，慣行分施区より収量が著

しく高く，とくにレタスにおいて顕著であったO

レタスの場合は，地温の比較的低い秋冬季であ

ったことから，マルチによる地温上昇効果が大き

いように考えられたが，慣行肥料を分施した区で

は，マルチを行っても目立った収量増はみられ

ず，多肥区では逆にやや減少したO

これは， レタスの増収はマルチによる地温仁昇

効果ではなく，マルチによって肥料の流亡を防

ぎク肥効を持続させたことによるものと忠われる。

この試験では，同H寺に土壌溶液を定期的に採取

して，溶液中の窒素の動きを調べたが，緩効性肥

料でもマノレチを行わない場合は，作物の生育後期

に肥料不足となることが明らかで(雨の少ない場合

は十分のこともある)，追肥の必要が生ずる。

しかし，マルチを併用すれば，降雨の激しい時

期でも，また生育期間の長い場合でも全量基肥で

卜分で，ほとんどの野菜が全量基肥が可能と考え

られるO 最近緩効度の高~\CDU マルチ肥料が市

販されているが，マノレチ用として有・~1Jであろう。

2. 土壌水分保持に注意すること

ポリマルチをすると，土壌中の水の動きが変

り，マルチの直下で、は水は上から下への動きが少

なくなるO また，地表面からの蒸散も極度に少な

くなるので，一般的には乾燥時には水分はやや高

めに保持され，多湿時には，雨水がポリフィノレム

に遮られて 11庄聞に落ちる関係から，震地よりやや

低めに保たれるものである。

第 2図は 5月16日より 8月8日までの期間，マ
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第 2図 マルチの有無と土壌水分

と
恥
が
ヤ :学 第三種郵便物認可 (3) 

ルチ区と無マルチ区の水分を対-比したものだが，

マルチ区は過淑時に低く，乾燥H寺には逆に高くな

ることが示されている。

これらの点から，確かにマルチの作物生育への

効果は大きいといえる。 最近は次第にマルチ巾が

広くなり，スイカなどでは畑全而に近いマルチを

行っている例さえあるO

このような所では，作物はややもすると水分不

足となることがある O 濯水設備のととのったとこ

oであれば， ポリフィルムの下にノミイプをいれiW[

水できるようにすると，水不足を防ぐことができ

るが，露地野菜を栽培するような所は，かん水設

備のととのっていないところが多いから，マルチ

を行う場合には，マルチの巾を土壌水分の而から

考える必要が生じてくる。

すなわちフ土壌水分は 9土壌の種類や却1:二|二の深さ

に影響されることが大きいから，マルチの巾はこ

れらの条件を検討したうえで決める必要があるO

マルチを行うときには，土壌が車弘、た状態より

降雨の後などのように，十分水分を合んだ状態が

よく，車Z:~ \た状態で、マルチを行うと，全J~J間低水

分で経過することがある。

3. 地温に注意すること

低地温の場合には，明らかにポリマルチの効果

は大きいが，この場合には黒より自の方が有効で

ある。しかし除草の国では，白より黒の方がよい

ことは述べるまでもなし ¥0 i授のや11長は， I~I と黒で

は白の方が下層まで良く伸長するのに，黒の場合

には，根併の分布は浅い屑に限られる O

一般的には，低温期ではそれほどの問題はない

が，高温期にはフィルム内部の空気が熱せられ，

その熱い空気が植え穴から吹き上げ下葉を枯らし

たり，作物全体の生育を悪くする原因となるO

このように比較的高温期にマルチ栽培を行うと

きは，植え穴をなるべく大きくするとともに，も

しできれば，ポリマルチの一|二lこ敷きわらを行うな

どの作業が必要となる O

以上，マルチ栽培について当而の問題点を述べ

たが，マルチ栽培は年々増加し，露地栽培でのポ

リマルチは必須の作業となっているO しかし，ポ

リマルチを行う場合は，それ本I~凶の肥料の形態や

施用法が必要であり，これらが解決して，はじめ

て栽培体系の中に取り入れられるものであるO


